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っている。2008 年 1 月～10 月の輸出総額は前年同期比 21.9％増となったが、伸び率は前
年同期実績より 4.9ポイント落ち込んだ。先進国の景気後退の深刻化がこれから出ることを
考慮すれば、中国の外需は 2009年以後からより厳しい状況に追い込まれると予想される。 
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は世界 2位の 14.5%にまで上昇した。国内では、農村貧困人口は 2.5億から 1500万弱にま
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拍車をかける。2005年 7月から 2008年の 7月まで人民元はドルに対して 16.9%切り上げ
ていた。人民元の切り上げは輸出主導の製造業に致命的なダメージを与える。しかし、サ
ービス業や高付加価値の製造業にとって、人民元の切り上げによって国際的な競争力を高
めることも無視してはいけない。要するに、人民元の切り上げを考慮すれば、輸出主導の
労働集約型産業に割り当てられていた資源は今後サービス業や高付加価値産業へ移動する
可能性も考えられる。 
 上述した世界経済環境のなかで、中国の製造業は如何に対応するのか。以下では、政策
提言を三つまとめてみる。（一）労働集約型産業は貿易摩擦を招く可能性は高いが、世界的
に見ても大量安価提供が実現したことから、競争力が高いと思う。そのため、国内の労働
集約型産業への打撃を最小限にすることを考慮したうえ、人民元の切り上げを進んでいく
べきだと考えている。（二）政策面から、労働集約型産業における数多くの中小企業にいい
経営環境を提供することは求められている。ただ輸出優遇策のような輸出税、所得税免除
だけでなく、中小企業の融資難を政策面から解決し、生産性向上・利益向上を目指す中小
企業の育成は必要となっている。（三）長期的には、加工貿易から高付加価値産業への産業
構造革新は持続的な経済成長を実現できる唯一の道だと思う。 
おわりに 
 本論文では、中国経済を対象として、サブプライムローン問題から発した世界金融危機
の下で中国経済が直面する現状を提示した上、中国政府が打ち出した大型景気浮揚策を考
察してきた。そして、その背景にある中国経済の課題を論じ、特に製造業を中心として議
論を展開してきた。これらの課題は、金融危機の前にも認識されていたが、二桁成長が続
いていた高度成長期では、中国政府は解決を迫られていない。しかし、景気減速は避けら
れなくなると、中国経済は転換する時期がやってくる。当然、景気対策にせよ、課題への
解決にせよ、慎重かつ綿密な計画と徹底的な実行力を中国政府に求めている。また、中国
経済を取り巻く国際政治・経済環境は激変する中で如何なる対応が必要なのかは、まだ明
瞭していない。 
 私としては、いつも母国の経済へ関心を持っている。世界金融危機を契機に、中国経済
への認識が深まっていた。そのためにこのテーマを選んだが、取り上げる対象は大きすぎ
て、内容には論理性が欠いたままで論文を書き上げることには申し訳ない。 
 第三節でも述べたように、世界経済金融化の下では、国内産業の構造転換・競争力向上
が必要となる。しかし、それだけでなく、中国政府にとって、金融市場の自由化と金融安
全保障問題、そして金融市場への監視制度の健全化の課題などに取り組むべきだと考えて
いる。 
 
